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躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第５節　都市農業の振興

3

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

31520

市民農園の稼働率により、市民が直接「農」にふれる機会
を計る。

農業まつりの来場者により、市民が地場農産物を消費する
機会を計る。

基準値

エコファーマーの認定農家数により、環境保全型農業の推
進度合いを計る。

平成１７年度の稼働率を基準とし、年間
０．３％の稼働率の増加を見込む。

過去３年間の来場数を勘案し、平成１７年の
ピーク時来場者数55,000人を目標とする。

過去４年間の認定農家の増加数を勘案し、
年２戸の増加を見込む。

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

55,000

2.1

10

100.099.7

8 9

30,000 55,000 55,00040,000

目標値 目標値

99.1 99.799.4

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

98.7 99.3

目標値 実績値実績値

年度

　新鮮で安心できる食材として、地場の農畜産物を求める消費者のニーズに対応するため、大型農産物直売所開設の準備を進め
るとともに、市民が「農」と直接ふれあう場や機会を創出するための事業を展開する。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

環境経済局

農林課

１　施策の目的

菅谷　一夫課長名

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

特色ある都市農業の推進

人件費 31,117 23,067

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

市民農園の稼働率

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

61 39

実績値 目標値

２　施策の概要
　新都市農業推進法人の設立及び大型農産物直売所開設の準備を促進する。
　市民農園の整備や市民朝市、農業まつりなどの市民が「農」とふれあうための各種事業を実施する。

農業まつりの来場者数

エコファーマー認定農家数

平成20年度（決算）

42,877 27,371

指標３
（単位：戸 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年7月7日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

55,000

指標５
（単位：　）

6 12 14

55,000

10

10,807 11,079

11,794

1.1

1.0

77,207

10,088

10,05920,004

1.0

0.7 6,461 0.7

10,851

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

評価点

２次評価　評価基準に則り、効率性を２点⇒４点とし、評価をＢ⇒Ａとする。

8 10
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.326で全119施策の中で27番目。
○重要度は3.842で71番目である。
○改善要望度は-0.1で80番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

課題
　新鮮で安全な食材として地場産の農産物を求める消費者ニーズが高まっており、地場の農畜産物を安定的
に供給する施設として、大型農産物直売所開設の準備を進めているが進捗が遅れている。

解決策
　地場農畜産物に対する市民の理解を深めるとともに、市民などに提供する拠点施設として大型農産物直売
所の開設を促進し、地産地消を推進する。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

合計

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

特色ある都市農業の推進

津久井
南部

西部

北部 70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.326 27位 3.842 71位
２０代 3.452 10位 3.829 73位
３０代 3.296 28位 3.761 72位
４０代 3.250 31位 3.829 63位
５０代 3.270 27位 3.714 81位
６０代 3.350 38位 4.037 52位
７０歳以上 3.376 61位 3.818 83位
北部 3.337 30位 3.771 78位
西部 3.284 50位 3.847 68位
南部 3.359 21位 3.890 63位
津久井 3.304 26位 3.922 50位

満足度 重要度
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